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Ⅳ 「同窓会報の歩み」より 

１ 年表                 

 年  同窓会長 号     「同窓会報」の内容及び紙面構成の変更点 紙面上の同窓会・教育学部の動向 
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〇「大学の発展とともに歩む同窓会」-変節と節目に向けて 

・創立150周年記念の活動に向けて 

・大学と同窓会が連携を密にし,会員の同意と協力を 

〇「教育学部の変遷 こぼれ話」3回連載 

〇「私の趣味アラカルト」「読者の声から」10月号に定着 

〇「新たな教育課題に対応した教員養成へ」 

・学校が抱える様々な課題への対応と学べる体制づくり 

・全学生が特別支援教育等を学ぶ,英語教育への対応 

・「ちば！教職たまごプロジェクト」（学校現場で長期体験） 

〇同窓会組織による「進路相談事業」の詳細紹介 

〇創立150周年同窓会記念誌編集委員長の挨拶 

・教育学部組織の変遷紹介(昭和40年～平成30年) 

〇「学部卒業生の現状と課題」 

・教員就職率約50％でトップレベルを維持 

〇「教育学部創立150周年記念事業会」がスタート 

・シンポジウム及び式典の開催 

・記念彫像の建立 

・歴史展望壁面ギャラリーの設置 

・記念誌の発行 

・教員養成支援事業 

〇千葉大学教育学部所縁の歴史探訪始める 

・「印旛館員共立学舎を訪ねて」 

学校教員養成課程7コースに改組(平31年) 

「全学的に世界で卓越した教育研究,社会実装を推進

する取組」を中核とする国立大学 16校に選ばれる(平

28) 

国際教養学部の設置 

教育学部の募集人員減 

同窓会メンバーによる就職支援 

創立 150 周年記念の活動に向けての同窓会活動を(以

上126号より) 

  

２ 紙面づくりの変遷 
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全
面
カ
ラ
ー
化
と
魅
力
あ
る
紙
面
づ

く
り
） 

 

紙
面
の
カ
ラ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
編
集

委
員
会
の
中
で
は
以
前
か
ら
話
に
上
が
っ

て
い
た
。
経
費
の
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な

か
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
最
初
の
カ
ラ
ー

化
は
百
四
十
周
年
記
念
の
特
別
号
の
第
一

一
七
号
で
実
現
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
記
念
号
と
し
て
発

刊
し
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
も
、
全
面
カ
ラ
ー
化
は
懸
案
事

項
と
し
て
残
っ
た
。
町
田
編
集
委
員
長
と

古
山
編
集
長
は
じ
め
、
編
集
委
員
の
強
い

要
望
と
し
て
、
常
任
委
理
事
会
で
検
討
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
・
・
・ 


